
舞
鶴
市
展
入
賞
作
品
決
ま
る

写
真
の
部

「
海
の
宝
石
」（
50
・
５
㌢
×
61
㌢
）

田
中
聖
司
さ
ん
（
62
歳
、
福
知
山
市
）

　

柔
ら
か
な
色
彩
の
統
一
感
と
子
ど
も
の
一

瞬
の
表
情
が
う
ま
く
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
審
査
員
：
永
野
一
晃
）

洋
画
の
部

「
朽
ち
る
」（
50
号
）
古
川
京
子
さ
ん
（
67
歳
、
倉
梯
町
）

　

一
見
お
と
な
し
い
作
風
な
が
ら
、
じ
わ
じ
わ
と
情
感
が
迫
っ
て
く
る
様
で
、
実

は
強
い
存
在
で
あ
る
事
が
わ
か
る
。（
審
査
員
：
森
井
宏
青
）

　
６
月
９
日
～
17
日
に
第
50
回
舞
鶴
市
展
を
開
催
。
５
部
門
で
計
３
０
９
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

各
部
門
の
市
展
賞
を
は
じ
め
、
特
選
９
点
、
奨
励
賞
13
点
、
委
嘱
作
家
賞
５
点
、
Ｕ
‐
22
審
査
員
賞

８
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
回
は
、
第
50
回
記
念
賞
と
し
て
、
５
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
各
部

門
の
受
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
。

▼
詳
し
く
は
、
文
化
振
興
課
　（
☎
66
・
１
０
１
９
）
へ
。

書
の
部

「
呉ご
せ
き
き

錫
麒
の
詩
」（
２
２
４
㌢
×
54
㌢
）

谷
口
蘓
光
さ
ん
（
68
歳
、
福
知
山
市
）

　

行
草
の
単
体
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、
文
字
の
大

小
、
太
細
、
字
間
の
変
化
に
よ
り
各
行
が
自
然
に

流
れ
、
格
調
の
高
い
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

練
達
の
書
で
あ
り
ま
す
。（
審
査
員
：
森
嶋
隆
鳳
）

工
芸
美
術
の
部

「
点
は
じ
け
る
！
」

（
62
㌢
×
39
㌢
×
20
㌢
）

大
江
妙
子
さ
ん

（
69
歳
、
福
知
山
市
）

　

卓
越
な
技
術
に
よ
る
造
形
で
、

動
き
の
あ
る
大
胆
な
口
づ
く
り
が

成
功
し
て
お
り
、
表
面
の
適
度
な

加
飾
が
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
な
っ
て
完

成
度
の
高
い
作
品
に
な
っ
て
い

る
。（
審
査
員
：
髙
坂
嘉
津
幸
）

日
本
画
の
部

「
秋
日
和
」（
50
号
）

新
谷
喜
久
枝
さ
ん

（
70
歳
、
小
倉
）

　

丁
寧
な
写
生
に
も
と
づ

く
作
者
の
人
間
性
が
感
じ

ら
れ
る
美
し
い
作
品
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
益
々
写
生
に

励
ま
れ
、
さ
ら
に
高
度
な

作
品
を
描
い
て
く
だ
さ
い
。

（
審
査
員
：
池
内
璋
美
）

市
展
賞

第
50
回
記
念
賞

日
本
画
の
部
「
楽
し
い
な
！
」（
Ｆ
20
号
）

井
上
良
子
さ
ん
（
79
歳
、
精
華
町
）

洋
画
の
部

「
金
魚
殺
人
事
件
Ⅱ
」（
Ｐ
40
号
）

細
見
茂
樹
さ
ん
（
66
歳
、
宮
津
市
）

工
芸
美
術
の
部
「
十
一
面
観
音
」（
１
０
５
㌢
×
35
㌢
×
35

㌢
）
四
方
和
行
さ
ん
（
68
歳
、
綾
部
市
）

書
の
部
「
俳
句 

巫
女
の
句
」（
１
７
５
㌢
×
70
㌢
）

大
槻
葉
月
さ
ん
（
57
歳
、
綾
部
市
）

写
真
の
部
「
目
覚
め
の
頃
」（
51
・
３
㌢
×
62
㌢
）

林
正
武
さ
ん
（
74
歳
、
舞
鶴
市
）

�
洋
画
の
部

　「
白
馬
の
回
顧
録
」（
30
号
）

南
澤
航
洋
さ
ん
（
17
歳
、
舞
鶴
市
）

�
書
の
部

❖
「
臨
道
因
法
師
碑
」（
２
４
０
㌢
×
60

　
㌢
）
加
門
己
乃
さ
ん
（
17
歳
、小
浜
市
）

❖
「
臨
王
鐸
」（
２
４
２
㌢
×
60
㌢
）

　
佐
藤
舞
花
さ
ん
（
16
歳
、
福
知
山
市
）

❖
「
臨
蜀
素
帖
」（
２
４
０
㌢
×
60
㌢
）

　
清
水
良
香
さ
ん
（
17
歳
、
小
浜
市
）

Ｕ
‐
22
審
査
員
賞❖

「
臨
雁
塔
聖
教
序
」（
２
４
２
㌢
×
60

　
㌢
）
藤
井
想
来
さ
ん
（
16
歳
、綾
部
市
）

❖
「
終
南
山
」（
２
２
６
㌢
×
52
㌢
）

　
吉
﨑
ほ
の
香
さ
ん
（
20
歳
、
舞
鶴
市
）

�
写
真
の
部

　「
小
さ
な
、
春
」（
四
つ
切
）

新
谷
彩
心
さ
ん
（
15
歳
、
舞
鶴
市
）

�
工
芸
美
術
の
部

　
「
母
の
姿
」（
34
㌢
×
17
㌢
×
18
㌢
）

平
沼
麟
さ
ん
（
20
歳
、
舞
鶴
市
）

　会期中、来場された人にお気に入りの作品を投票
いただく「総選挙」を実施。総投票数は 241 票。各
部門ごとの一番人気作品は次のとおり。
❖洋画の部…「13 の春」梶原宮子さん（舞鶴市）
❖日本画の部…「秋日和」新谷喜久枝さん（舞鶴市）
❖書の部…「臨道因法師碑」加門己乃さん（小浜市）
❖写真の部…「目覚めの頃」林正武さん（舞鶴市）
　　　　　　  「祈りの径」四方卓治さん（綾部市）
❖工芸美術の部…「点はじける！」大江妙子さん（福知山市）
　　　　　　　 「仏像彫刻」山中幸男さん（綾部市）
作品は市ホームページで公開中。

舞鶴市展「総選挙」結果発表

第 50回
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